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研究成果の概要（和文）： 

 本研究は、発展途上国の福祉向上のために供与される開発援助資金が効率的に配分されてい

るかどうかを調査したものである。プロジェクト・レベルのデータを用い、分野ごとに被援助

国間配分が適切に行われているか、また、各被援助国において分野間配分が適切に行われてい

るかどうかを調査した。さらに各被援助国でどのような援助配分が望ましいのかを説明する理

論モデルを開発し、主要被援助国において過去に行われた援助がどの程度適切であったかの評

価を行った。 

 

研究成果の概要（英文）： 

  This study has investigated whether development aid is allocated efficiently. Using 

project-level data, we examined the inter-recipient allocation of aid in each sector 

and the inter-sectoral allocation in each recipient country. We also developed a 

theoretical model that explains the desirable allocation in each recipient and 

evaluated actual aid flows to some major recipients.  
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2007 年度 900,000 270,000 1,170,000 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 開発援助の効果については、各国が受け

取る援助総額とその国の成長率にプラスの

関係が存在するかをクロスカントリー・デー

タを用いて検定する研究が行われてきた。そ

の中で影響力が大きなものとして Burnside 

and Dollar (AER, 2000)の研究があり、その

結論は「良い政策」の被援助国でのみ援助は
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成長効果を持つというものであった。 

(2) 被援助国の政策と援助の成長効果の関係

を複数の研究者が再検討したところ、

Burnside and Dollar の結果は頑健ではなか

った。また、様々なデータや説明変数の検討

を行っても援助と成長の関係は明確には観

察されず、援助の成長効果の経験的証拠は不

十分であった。 

 

 

２．研究の目的 

(1) 援助の成長効果について明確な経験的証

拠が得られていない 1 つの理由として、援助

配分に注目する。最初に援助の国別配分が適

切に行われているかどうかを明らかにする。

ただし、従来の研究で用いられていた援助総

額ではなく、分野ごとの援助のデータを用い

ることで推定の精度を高める。 

(2) 次に援助の分野別配分が適切に行われて

いるかどうかを明らかにする。被援助国内で

どのような分野に援助が配分されているか

を明らかにし、その配分がその国の経済発展

目標の優先順位と一致しているかどうかを

明らかにする。 

(3) 各被援助国でどのような援助政策が望ま

しいかを理論的に明らかにするために、各国

の特徴を明示的に扱ったモデルを開発する。

そのモデルを利用して、過去の援助の評価を

行う。 

 

 

３．研究の方法 

(1) OECD の Creditor Reporting System より

得られた援助プロジェクトの詳細なデータ

を利用し、援助目的ごとに集計して分野別の

援助額のデータを作成する。援助目的として

は国際的な合意が得られているミレニアム

開発目標の各ゴールとターゲットに対応し

たものを選択した。これにより、ミレニアム

開発目標に記載された数値目標を援助の必

要度の指標として利用することが可能とな

る。 

(2) 分野ごとの援助のデータとその分野の

援助必要度の指標を利用し、援助が必要度に

応じて各国に配分されているか、一国内で必

要度に応じた分野間配分が行われているか

を調査した。 

(3) どのような援助配分が適切かを説明す

る理論モデルを開発した。そのモデルを利用

して実際の援助がどの程度の効果をもって

いたかを数値で評価した。 

 

 

４．研究成果 

(1) 援助供与国ごとに、各援助分野について

必要度に応じた国別配分が行われているか

を調べたところ、食糧援助、HIV/AIDS対策、

感染症対策などの分野で過半数の供与国が

援助の必要度が高い国を選択的に援助して

いることが明らかとなった。それ以外の分野

でも、多くの供与国が一人当たり所得の低い

国を選択的に援助しているという結果が得

られた。先行研究では、北欧諸国など一部の

供与国については貧困国を選択的に援助し

ているという評価がなされていたが、アメリ

カ、日本、フランス、ドイツなどの主要供与

国についての評価は定まっていなかった。本

研究では、分野別のデータを用い、さまざま

な必要度の指標を用いることで、多くの供与

国がある程度は選択的な援助を行っている

ことを明らかにした。また、同じ推定をミレ

ニアム開発目標が採択される前と後のデー

タを用いて行ったところ、選択的な援助の傾

向が近年強まっているという結果は得られ

なかった。 

(2) 被援助国内における援助の分野間配分

がその国の優先順位と一致しているかどう

かを調べたところ、(1)の国別配分の結果と

異なり、援助の分野間配分が分野間の相対的

な必要度を反映しているという証拠はほと

んど得られなかった。援助の分野間配分が適

切でない理由を明らかにするため、被援助国

の特徴によって分野間配分の効率性が異な

るかどうかについても調査した。東アジアの

中高所得国のデータを用いた場合のみ、必要

度指標が援助配分に影響を与えているとい

う結果が得られた。さらに、被援助国におけ

る汚職の程度や政府の質というガバナンス

の違いが配分の効率性に影響するかどうか

について調査したところ、汚職および政府の

質の指標が下位 10％の被援助国において、援

助が必要な分野でより尐なく、不必要な分野



 

 

でより多く配分されているという結果が得

られた。これらの結果は、援助の分野間配分

に被援助国のガバナンスが影響しているこ

とを示唆している。 

(3)各被援助国においてどのような援助が望

ましくなるのかを説明する理論モデルを開

発した。具体的には、経済インフラと貧困層

の直接支援という二つの援助分野を明示的

に考慮し、被援助国の特徴を示したパラメー

タとして、目標成長率、政府の効率性、所得

税率、貧困レベルを導入してこれらの影響を

調査した。また、現実の援助配分が理論的に

導かれた望ましい配分と一致しているかど

うか、日本の開発援助がアジア諸国でどの程

度の効果を持っていたのかを評価した。 

理論モデルから得られた主要な結論は以

下のとおりである。 

①ある程度高い目標成長率によって援助期

間が短縮され 1ドルあたりの援助の効果が大

きくなる。 

②援助期間を短縮し、1 ドルあたりの援助効

果を最大にする税率が存在する。 

③被援助国のガバナンスの指標として導入

した政府の効率性の向上は援助の有効性を

高める。ただし、その効果は目標成長率の効

果に比べて非常に小さい。したがって、ガバ

ナンスが良好な国への選択的な援助配分が

援助の有効性向上の観点から望ましいとい

う主張には問題があることが明らかとなっ

た。 

④アジアの主要な被援助国のデータをもと

にパラメータを特定化して日本の援助の評

価を行った。その結果より、援助の効果は必

ずしも援助額に比例しないことが明らかと

なった。援助の効果は貧困レベルや成長率に

依存し、成長率が低い国では 1 ドルあたりの

援助の効果は小さくなることが示された。た

だし、それらの国への追加的な援助は大きな

効果を持つため、低い成長率の国での経済イ

ンフラへの援助が最も援助の有効性を高め

ることが政策的含意として得られた。 
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